
八戸工業大学 

57 

Ⅴ．特記事項 

 

１．学習成果の可視化の取り組み 

 本学は、平成 26 年度に、文部科学省大学教育再生加速プログラム(AP)テーマ II(学修成

果の可視化)に採択された。事業の開始当初は学修成果の可視化のみを対象としていたが、

平成 28 年度に文部科学省が AP を「高大接続改革推進事業」へと進化させることとした。

このため、本学も AP 事業選定校として高大接続一体的改革を先駆的に担う高等教育機関

として期待されることとなった。そこで、新たな視点を組み込んだ AP「高大接続改革推進

事業」として、学修成果の可視化を基礎として、高大接続改革の推進等を組み込んで事業

を再編成し実施してきた。その成果として、ポートフォリオやデータベースなどの教学情

報システムを整備して、学生・教員双方の改善活動を促し、学修と教育の質保証を支える

基盤を構築し運用している。これらのシステムにより、入学から卒業までの学修成果の可

視化が可能となっている。このように、本学は、教育の質保証及び学修成果の可視化に関

して、先進的な取り組みを行なっている。 

 

２．学生支援・キャリア支援 

 本学は伝統的に、各学科・学年において 2 名の担任教員を配置する担任制度を構築し、

キャリアデザイン科目を全学科で設置するなど、入学から卒業まできめ細かい学生支援・

キャリア支援を行なっている。さらに、平成 29 年度より、学生支援センターを設置して、

より丁寧な学生支援を実現するための仕組みを確立している。きめ細かい学生支援の成果

は、特に学生の就職率の高さに現れており、「大学入試に勝つ！2020 年度版（大学通信）」

による全国 150 大学実就職ランキングで、実就職率 99.2%、卒業者数 100 人～1000 人の

大学で全国第３位、理工系大学で第１位にランクされている。 

 

３．研究ブランディング活動 

 平成 29 年度に文部科学省私立大学研究ブランディング事業に採択され、「北東北の人口

減少社会における自律的課題解決に向けたハブ機能構築と社会的資本の維持開発研究事業」

をテーマに研究を実施している。地域課題やリソースに関する情報を集約して、地域が抱

える課題を解決する「工程」を示すことに地域の大学の役割があると考えて、研究プロジ

ェクトを実施している。従来から活発に実施されているインフラに関する研究分野を中心

として、デザインと融合した地域づくりに関連する研究を推進し、それをブランディング

化している。本学の持続的な発展のために、研究活動を活発化しアウトリーチ活動を強化

している。 

  


